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チケットを利用したタスク管理の試み 

～小規模プロジェクトでの自律的管理のために～ 
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1. 背景 

(1)プロジェクト概要 
– 3-5名、1年間 

– プロセスモデルや、プロセス改善のための文書・ツールを
顧客と検討・合意し作成する作業 

– 1人あたり1-2回／1か月の成果物レビュー（内部・顧客）
が必要 

– 顧客レビュー待ち状態が長く続くことがある 

(2) 社内の開発支援環境 
– Subversion（構成管理）とTicket（タスク管理）の統合環境
を提供、社内で適用を推奨（強制力はない） 

– 適用しているプロジェクトもある 

– 外部のツールを活用しているプロジェクトもある 
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2. 情報共有に関わる問題点 

(1)お互いの作業状況が見えない 

– チーム全員が別々のタスクを持っている 

– タスクが依存することがある 

– 「隣は何をする人ぞ」 

(2) 情報共有に手間がかかる 

– 2010年：週報をメールで共有 
•毎週3時間かけた割に、問題が見えづらい 

•大量の文字情報からエッセンスを読み取るのに限界 

– 2011年：週次進捗ミーティングによる共有 
•定期的な日程が確保できない（集まれない） 

•集まれたとしても、1時間で終わらない 

•進捗ミーティングが仕様検討の場になってしまう 
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3. 情報共有の阻害要因 

週報（メール）／週次ミー
ティングでは… 

– 「今、どうなっているか」（ス
ナップショット）は共有できる 

– 「長期にわたる課題」の共
有には不向き 

– 今までどうなっていたかはわ
からない  

   先週の週報を見る？ 
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「今」の状況は分かるが、
各課題の経緯（変化の状

況）は分からない 

「今」の状況は分かるが、
各課題の経緯（変化の状

況）は分からない 

いつからこんな
ことになったん
だっけ・・・？ 
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4.  チケットによるタスク管理の導入(1/3) 

そこで、タスクのチケット化 
– 1つのタスクを1枚の「チケッ

ト」にする 

– チケットのopenからcloseま
で追跡する 

– お互いのチケットを共有でき
る 
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やっぱりこう
なったか。この
ままいくと… 

「今」だけでない「経緯」の
共有が容易になる 

「今」だけでない「経緯」の
共有が容易になる 
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4.  チケットによるタスク管理の導入(2/3) 

(2) チケットのカスタマイズ 

– プロジェクトに合った管理項目のカスタマイズ 
• カテゴリのカスタマイズ 

• ステータスのカスタマイズ 
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カスタマイズした
ステータス 
調査検討済／社内
レビュー済／顧客レ
ビュー済 

カスタマイズした
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調査検討済／社内
レビュー済／顧客レ
ビュー済 

カスタマイズしたカテゴリ 
分類、マイルストーン、コンポー
ネント、タスクの選択肢など 

カスタマイズしたカテゴリ 
分類、マイルストーン、コンポー
ネント、タスクの選択肢など 
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4.  チケットによるタスク管理の導入(3/3) 

(3) チケット単位にログ
を残す 

– 1つのタスクを1枚の
「チケット」にする 

– チケットのopenから
closeまで追跡する 

– お互いのチケットを共
有できる 
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「チケットの履歴」 「チケットの履歴」 

書き込み1 書き込み1 

書き込み2 書き込み2 

チケットはプロジェ
クト内の誰もが閲
覧可能 

チケットはプロジェ
クト内の誰もが閲
覧可能 
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5.  チケット導入のBefore-After 

場面 Ｂｅｆｏｒｅ Ａｆｔｅｒ 

タスクを識別したい
とき 

「○○案件のＸＸ作業の状
況は、週報の△△番にあり
ます」 

「チケットのＸＸ番を見てくだ
さい」 

全員の「現在未着
手」のタスクを知り
たいとき 

全員の週報に目を通す チケット一覧で「ステータス
＝未着手」のタスクを絞り込
み検索する。 

ある１つのタスクの
過去1か月間の経
緯を知りたいとき 

過去1か月間の週報全てに
目を通す 

1つのチケットのログを追跡
する 
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6.  今後の課題(1/2) 

(1)運用の定着に関する課題 

– 「やり方の変更」を受け入れ難
い人は必ず存在する 

まず「やりたいこと」の共有を 

(2) 予実管理には不向き 

– 「タスクの期限」は分かるが 

– 「予定に対する
advance/behind」は分かりにく
い 

Tracガントチャートの活用？ 

マスタスケジュールで補う? 
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出典：「イノベータ理論」 
    http://marketingis.jp/archives/2365 
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6. 今後の課題(2/2) 

(3) 小規模プロジェクトならでは 

–  3～5人程度のチームでの情
報共有としてチケットは有効 

– それ以上の規模のチーム、プロ
ジェクトになると、専属の管理者
による、階層的な管理が必要 

(4) 成果の量の可視化 
– チケットをcloseする度に、「やり
遂げた成果の量」をカウントでき
ると嬉しい 

– 何を以て「成果の量」とするか？ 
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7. まとめ 

•小規模プロジェクト内で、各メンバの作業状況を共有
するために、従来のやり方の問題点を分析した 

•チケットを活用した情報共有を試みた 

•チケットを導入した結果； 

① あるタスクについて会話をする際、チケット番号で特定で
きるようになった 

② １つのタスクに注目して追跡できるようになった 

③「欲しい情報が欲しいだけ」手に入った（チケット一覧） 

• チケット導入の課題を識別した 
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ありがとうございました 


